
1. 参加者の考える「川・海岸・海」

・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙやﾌﾟﾗｽﾁｯｸが多く分別
するのが大変だった。（中３）
・今日のことは周りの人にも伝え
てみんなでごみに対する意識を高
めていきたいです。（高2）
・様々な種類の海岸ごみがあり驚
いた。（高2）
・ｺｰﾋｰ缶の中に入った大量のたば
この吸い殻の臭いは一生忘れませ
ん。（高２）

開催日 2019年11月23日（土）

参加人数 24名（子ども 10名、大人14名）

漂着物の調査 開催報告
2019年度事業

3. 体験を終えて考えた事

2. 漂着ごみの調査 （4グループに分かれて分別作業を行った）

調査ごみの量 約30kg（45ℓ×10日袋）※約60分の回収時間
回収場所 浜松篠原海岸,中田島町地先,馬込川右岸 約300㎡

1位 発泡ｽﾁﾛｰﾙ破片：1423
2位 硬質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ破片：413
3位 食品容器（発泡ｽﾁﾛｰﾙ）：224
4位 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄや袋の破片：165
5位 飲料用ﾌﾟﾗﾎﾞﾄﾙ：144

※ﾃﾆｽﾎﾞｰﾙや靴・ｻﾝﾀﾞﾙなど6月に
はなかったものが沢山ありました。
台風等の影響が考えられます。

ごみ調査 データカード


